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10年後、自分はどんな仕事や働き方
をしているのだろう？ より充実し
た仕事をしているには、今から何を
準備しないといけないのだろう？
それを考えるヒントとして、会社、
事業開発、組織、会議、学び、キャ
リアの６つについて、今、始まって
いる変化が定着する2025年の姿を、
現状と何がどう変化するのか対比を
大切にまとめました。
これからの協力や学びのカギとなる
「コレクティブ・インパクト」
「ソーシャルラーニング」の解説記
事も掲載。
変化に向き合い、変化を活かせる
readiness （レディネス：準備・覚
悟）を整えるヒントとしてご活用く
ださい。

購入ページ http://empublic.jp/6250

好評発売中！
（価格は税込）

・冊子版 800円
・PDF版540円

５年後、10年後に向け
て、どのように備えた
らいいか。第一歩を踏
み出すのに役立つ対話
の体験と自ら実施する
コツを学びます。

ワークショップ・デザイン
〜参加型の学びの場の創り⽅
セミナーや研修、イベントを一
方通行の講義・座学から、双方
向型で、参加者同士でも学びあ
い、その体験が変化を生み出す
ようなワークショップに変えた
い方、ワークショッの企画・運
営を磨きたい方のためのプログ
ラムです。
＜開催日＞
４月８日（土）10:30〜15:30

＊参加費 9,000円

ワークショップの詳細・申込は
ばづくーるスクール
＠根津スタジオ のページで
http://empublic.jp/nez_studio

株式会社エンパブリック
東京都⽂京区弥生２−１２−３
お問い合わせは info@empublic.jp まで

雑談から始まるファシリと
場づくり 〜つながりと協⼒を
促すファシリテーションの基礎
なぜ、職場で、地域で、話し合
うことが大切なのか？
そして話し合いからつながりや
協力を生み出すには、どのよう
な技術が必要なのか？
ファシリテーションの基礎を学
び、体験を通して考えます。
＜開催日＞
４月7日（金）19:00〜22:00

＊参加費 5,000円

セットで割引！ 13,000円

コミュニティ起業コーディネーター講座
（入門編） 〜ソーシャルキャピタルを
活かす起業支援の手法
地域づくりにおいて、一人ひとりの経験や知識、スキ
ル、そして思いを地域で活かすことの大切さは⻑らく
語られながら、実行は難しいテーマです。私たちは、
地域の人たちの潜在的な最も効果的な方法は、「対話
を通して、自分たちを活かす仕事をつくる」ことだと
考えています。
この講座では、東京の⽂京区で４年間で60以上の住⺠
発の持続的な事業を生み出した⽂京ソーシャルイノ
ベーションなどの実践経験を基に、地域の人たちの潜
在的な力を活かし、継続できる事業を生み出す場づく
りに何が必要なのかを学びます。

＊3月20日(月・祝) 10:00〜16:00

＊参加費 12,000円（教材・資料費、茶菓込）

4月16日(日)13:00〜17:30 ＊参加費3,500円（冊子ありの方）

コラム「問いかけは未来」
エンパブリック代表 広石拓司

今はとても大きな変化の時だと言われてい
ます。何が変化しているのかというと、思考
の前提条件が変わっているのでしょう。

「コミュニティ」を考えるには、「人のつ
ながり」の前提を考える必要があり、「持続
可能性とビジネス」を考えるには、「会社と
は？」の前提を考える必要があります。

この変化は、何も急に始まったのではなく、
この20年くらいかけて起きてきたのが、いよ
いよ待ったなしの段階にきています。

大人たちが生きてきた20世紀の常識、これ
までの自分の思考の前提、無意識のうちに決
めつけていたことを改めて問いなおす。目の
前に起きている事象に振り回されてしまうの
ではなく、何が本当の課題で、それはどんな
構造なのか？を考える時なのでしょう。

著述家ちきりんさんの言葉に「知識は過去、
思考は未来」という言葉があります。

「答は過去、問いかけは未来」なのだとす
るならば、今、何を問いかけるのか。

それを考えることが、未来へのワクワクを
生み出す原動力になるのだと思います。

情報も、多様な選択肢もあふれる時代の基礎力
ゼミ「問いかけ⼒を磨こう」 案内は裏面に
⇒



ゼミ「問いかけ⼒を磨こう」
〜 本質を探り、変化を生む場をつくるために（全６回）
変化が激しく、未知に向き合う時代、何が問題か、何が論
点かを見定める。そして、より良い答を共に生み出そうと
周りに働きかける。そんな「問いかけ力」が求められます。

問いは答以上に、その人の価値観、知識、経験、状況へ
の向き合い⽅に大きく影響を受けるため、問いの裏打ちと
なる知識や技術、経験が問いの質に影響します。

この「問いかける力」を磨くことをテーマにしたゼミで
は、６つの視点と問いをつくる技術を学びながら、対話と
演習、実践体験を通して自分の問題意識を多面的に磨くこ
とで、質の高い課題解決につながる「問いかける⼒」を、
身につけます。

３/25(土)・26(日) 集中コース
３月25日（土）１．10:30〜13:00 ２．14:00〜16:30

３．17:00〜19:30
３月26日（日）４．9:30〜11:45 ５．12:30〜15:00

６．15:15〜17:45

４月〜 木曜夜コース 各回木曜19:00〜21:30
4月20日、27日 5月11日、18日、6月1日、8日

情報も、多様な選択肢もあふれる中で、道を拓くのは「問いかけ⼒」！

詳細・申込 http://empublic.jp/questioning

【これまでの参加者】新事業開発担当、人材研修担当、
社会課題解決型プロジェクト・リーダー、中間支援コーディネーター、
まちづくりファシリテーター、コンサルタント、地域医療経営者など

【ナビゲーター】 広石拓司（エンパブリック代表）
【価格】 ６回セット 30,000円（税込）

※セット申込特典
・「問いかけカード」「地産知縁」プレゼント
・問いかけセッションへの参加

エンパブリックの出版物

情報誌
「地産知縁」

１〜４号セット
冊子版 1,620円
PDF版 972円

第４号「アクションを促す学びの場
をつくるには？」
＜事例紹介＞

・ｴﾝﾊﾟﾌﾞﾘｯｸの社会教育講座
・ご近所イノベーター学校、
・a schoopl

第３号「起業家を育む基盤とは？」
＜事例紹介＞

・ブロムリ・バイ・ボウ・センター
・リクルート・ベンチャーズ

第２号「ビジネスの現場で
ワークショップを活用するには？」
＜事例紹介＞

・キリン・ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ Nakano Style

・台頭デザイナーズビレッジ
第１号「対話の場の可能性と必要性」

書籍「共に考える講座のつくり⽅」
広石拓司 著 価格1,080円
市⺠講師、ワークショップ・デザイナー
をめざす人へ!話のネタの見つけ方から、
講演のまとめ方、対話の場づくりまで
役立つノウハウをコンパクトにまとめた
ガイドブック。プロの講師ではないふつう
の人が、学びの講座をつくるためにご活用
いただけます。 Amazonでも販売中！

http://empublic.jp/publication

その他の出版物、ツールの紹介、
購入申込みはこちらから

1. 問いかけ入門〜問いかける力は、なぜ必要なの？
2. 関係性を育む問いとは？ 〜合意形成のファシリテー

ション
3. 学びを促す問いとは？ 〜ラーニング・ファシリテー

ション
4. チーム⼒を高める問いとは？〜ダイバーシティ・

ファシリテーション
5. 今ある問題の本質に迫る問いとは？ 〜社会・組織

の課題の探り方、システム思考
6. 未来を拓く問いとは？ 〜ソーシャルイノベーション、

デザイン思考入門
＋ 問いかけセッション（参加者による対話の場）

セミ「サステナビリティ＆ビジネス
〜SDGS時代の事業構想⼒を身に着ける」

これからの企業にとって「サステナビリ
ティ」は、単に環境問題への対応に留まら
ず、2020年代の世界において「自分たち
はどのような価値を社会に提供したいのか、
できるのか」を問われるテーマです。
立教大学経営学部で開講される「サステナ
ビリティ＆ビジネス」の内容をビジネス
パーソン向けにカスタマイズした教材と、
リアルに集う場での対話、討論を通して、
次世代ビジネスの構想を目指します。
2020年代のビジネスのあり方を、ともに考
える場に、ぜひご参画ください。

第１回（4/26 水 ）＜イントロダクション ＞
2020年代、SDGs時代のサステナビリティ＆ビジネスとは？

第２回（5/31 水 ）：ソーシャル、コミュニティの⼒をビジネスで活かすには？
第３回（6/18 日 ）：国内外企業のサステナビリティ事業を分析する
第４回（6/28 水 ）：責任なる企業に求められることは何か？どう実行するのか？
第５回（7/26 水 ）：SDGs時代のサステナビリティ＆ビジネスを構想する

水 19:00〜22:00 6/18日のみ 14:00〜17:00

【ナビゲーター】 広石拓司（エンパブリック代表）
【価格】 5回セット+教材 30,000円（税込）

詳細・申込 http://empublic.jp/6759


